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1. 目的 
産褥期における精神身体異常に対するキュウ帰調血飲の有効性と安全性の評価 

2. 研究デザイン 
ランダム化比較試験 (封筒法) (RCT- envelope) 

3. セッティング 
大阪医科大学付属病院およびその関連施設 

4. 参加者 
正常分娩した 171 名 

5. 介入 
Arm 1: カネボウキュウ帰調血飲エキス細粒 6.0g/日を分娩当日より連日最長 1 ヶ月まで

投与、85 名 
Arm 2: エルゴメトリンを 0.375mg/日投与、86 名 

6. 主なアウトカム評価項目  
分娩後 1- 6 日目の子宮底長、血中ヘモグロビン濃度、体温、乳汁分泌量を測定した。

またアンケートにより悪露、乳汁分泌、精神状態につき比較した。 
7. 主な結果 

キュウ帰調血飲投与群は分娩後 5 日に有意差をもって子宮収縮が良好であり、血中ヘ

モグロビン濃度も有意差をもって高かった。また乳汁平均分泌量は 4 日目から有意に

増加した。うつ気分の自覚はエルゴメトリン群に比し約半数にとどまった。 
8. 結論  

キュウ帰調血飲はエルゴメトリンに比較し産褥期における精神身体異常の一部に対し

ては有効。 
9. 漢方的考察 

考察でキュウ帰調血飲 の各構成生薬の子宮収縮作用、乳汁分泌作用、及び精神作用と

の対応について論及している。 
10. 論文中の安全性評価 

両群ともに副作用は認めなかった。 
11. Abstractor のコメント 

封筒法は日本ではランダム化の保持が弱くなることが多い。本研究はキュウ帰調血飲

が産褥期における精神身体異常の一部に有効であることを一定程度示唆している。キ

ュウ帰調血飲は別名キュウ帰補血湯と呼ばれ産後一切諸病、気血虚損、脾胃虚弱、或

いは悪露不行、去血過多、飲食失節、怒気相衝など多彩な症状に有効とされる (万病回

春) 。 
12.Abstractor and date  
岡部哲郎 2007.6.15, 2008.4.1, 2010.6.1, 2013.12.31 
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